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　東京学芸大学は文武省令による旧講座制、学
科目制ではなく、課程制におかれていた。国立
大学法人化後は大講座・分野および課程・専攻
と称するようになった。したがって、慣例的に、
学問分野で研究室を呼称していない。たとえば、
個人名で○○研究室と称している。しかし、私
はこのことに賛成でなかった。
　本来は、大学なのだから、学問分野名で△△
研究室と呼ぶべきである。研究室は学問分野を
学ぶために、研究者、教職員、院生や学生によっ

て構成されるティームであるので、個人名で呼
ぶのはおかしい。私は「木俣研究室」とは呼ん
でほしくなかったので、「民族植物学研究室」
と称することを、所属学生に求めた。
　大学の幹部からは、民族植物学研究室は存在
しないと言われてきたが、形式上そのとおりで
あり、大学の方針に逆らっても、学問を希求す
る学生・研究者として研究分野で呼称してきた。
40年間運営してきた民族植物学研究室での海外
調査研究リストを次に残しておく。

付録１．東京学芸大学民族植物学研究室が関わる国内外の学術調査の記録
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